
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃よりあたたかいご支援をいただきありがとうございます。 

9月議会は、平成 26年度決算 7件、条例 5件、事件議決２件、平成 27年度補正予算 6件等を審議し、

すべて可決・認定となりました。現在北本市は、第五次北本市総合振興計画（平成 28年～37年）策定

に向けて取り組んでいます。「市民が主役のまちづくり」の基本理念の下、活力のある持続可能なまちづ

くりを目指して、これからも諸課題の提起と将来を見据えた提案をし続けてまいります。 

 

【平成 26年度北本市一般会計歳入歳出決算】 

  平成２６年度 平成２５年度 増減 前年比 

歳 入 決 算 額 21,882,341,340 円  22,298,686,981 円   -416,345,641 円   -1.9% 

歳 出 決 算 額 20,943,174,897 円   21,315,643,425 円   -372,468,528 円   -1.7% 

歳 入 歳 出 差 引 額 939,166,443 円   983,043,556 円   -43,877,113 円   -4.5% 

翌年度へ繰越すべき財源 52,100,000 円   175,222,161 円   -123,122,161 円   -70.3% 

実 質 収 支 額 887,066,443 円   807,821,395 円   79,245,048 円   9.8% 

 

【9月定例会トピックス】 

○平成 26 年度北本市一般会計歳入歳出決算認

定について 

平成 26年度の主な事業としては、新庁舎の全

面開庁、児童館・子ども図書館の開館、防災倉庫

の整備、放課後子ども教室の全校開設、東中・宮

内中の給食室整備により給食の全校自校方式へ

の移行完了、防犯灯のＬＥＤ化、バス路線新規２

路線運行開始、デマンドバスの１台増車、セーフ

コミュニティの認証取得などが行われ、市民サー

ビスの向上が図られたものと思います。 

財政の健全化判断比率については、実質公債費

比率は 3.9%（イエローカードの基準は 25.0%）、

将来負担比率は 52.5%（同 350.0%）であり、

基準を下回っていることから健全な水準を堅持

しているといえます。 

○補正予算-ごみ集積設備設置補助金について 

一般家庭ごみの飛散防止・散乱防止を目的とし

てごみ収集庫及び散乱防止ネットを設置する自

治会に対して、費用の一部が助成されます。 

○マイナンバー制度について 

 マイナンバー制度については、平成 27年 10

月以降にマイナンバーが通知されます。それに伴

い、各種条例の制定および改正が行われました。
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北本を消滅させない！ 

安心・安全なまちづくり 

  財政の健全化 

  行政改革の推進 
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１．待機要介護者について 

問 介護サービスのうち施設サービスの状況は。 

答 特別養護老人ホームが 5カ所で 448床、介

護老人保健施設が 2カ所で 197床、介護付き有

料老人ホームが 4カ所で 196床となっている。 

 

問 入所希望者に待機があるのは。 

答 特別養護老人ホームについては待機要介護

者が発生しており、平成 27 年 4 月 1 日現在で

64人。 

 

問 本年度の計画に「定期巡回・随時対応型訪問

介護看護」があるが、現状はどうなっているのか。 

答 本サービスを担う事業者がいないため事業

者指定ができず、市民の利用ができない状況。 

 

問 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」の今

後の取り組みは。 

答 県と連携して事業参入を検討している事業

者に対し働きかけを行っている。引き続き、早期

に事業参入できるよう環境整備に努めたい。 

 

 

 

 

２．自主財源の確保について 

問 自主財源の確保について、具体的な対策は。 

答 個別具体策については、今後各部課で研究、

検討していく。人口減少の中では、企業誘致、起

業支援、高齢者や主婦などの就労支援により納税

者を増やすことは安定した財政基盤の確立にも

効果的な取り組みである。 

 

 

３．中学生海外ホームステイについて 

問 現地事前視察はどうなっているのか。海外ホ

ームステイをやめるのか。 

答 8 月上旬に現地事前視察をする予定であっ

たが、市長選挙後に事業を総合的に検討した結果、

北本市立中学校海外ホームステイ事業について

は実施しないことになった。 

 

 

【あとがき】 

平成27年第4回定例会は、11月27日（金）

から 12月 15日（火）の予定です。今後も皆様

のご意見・ご相談などお寄せいただけましたら幸

いです。 

【お知らせ】 

ホームページが新しくなりました。 

 

ホームステイの意義や目的としては、語学の研

修や異文化交流を通じて、国際社会に対応できる

人材の育成があげられます。そのような素晴らし

い面がありますので、やめてしまうのはいかがな

ものかと思います。全員参加ではなく、北本市で

も過去に行っていた選抜式という方法もありま

す。幅広い人材育成のためにも、ホームステイを

復活させたいものです。 

平成 26年度決算で市税収入が増えた理由は、

法人市民税や企業からの固定資産税が増加した

ことによります。今後の安定した自主財源の確保

のためには、積極的な企業誘致、起業支援が必要

です。 

誰でも老いてくれば、介護が必要になるもので

す。現在、介護サービスには待機要介護者がいま

す。利用したくても利用できない人がいるという

のが現実です。北本市としてもさまざまな事業に

取り組まなければなりませんし、介護も大切な事

業の一つです。より多くの人の満足のため、バラ

ンスの取れた予算配分になるよう注視していき

ます。 

大島たつみの一般質問より（抜粋） 
みなさまの声をお寄せください。調査、研究し、

行政への質問や要望に取り入れていきます。 

 
9 月議会から一般質問の形式が大きく変わりました！ 

一問一答形式については、質問の回数に制限がなくなった

ため、問題点を集中的に掘り下げて質問することができま

す。大島たつみ議員の質問は市議会ホームページの録画配

信で見ることができます。 

本議会は連日たくさんの傍聴者が見えていました。 

市民と議会と行政が、たくさんの意見を出し合って、より

よいまちにしていくことが大切だと感じます。 


